
《札幌市様式》

令和 年 月 日

令和 年度第 回地域連携推進会議　　議事録

１．開催状況

事業所番号

事業所名

開催日時 令和 年 月 日 曜日 ： ～ ：

開催場所

構成員種別 出席 欠席 備考（欠席理由等）

利用者 名 名

利用者家族 名 名

地域の関係者 名 名

福祉に知見のある人 名 名

経営に知見のある人 名 名

事務局（施設職員） 名 名

２．議題内容

今回の会議の対象とな
る共同生活住居

※複数の共同生活住居
を設置している場合に

記載

出欠状況

※利用者・利用者
家族・地域の関係
者は必須参加者で

す。

※福祉に知見のあ
る人・経営に知見
のある人はどちら
か1名の参加が必
須です。



３．構成員からの質問、要望、感想等

４．その他



※　複数回に分けて会議を実施した場合、実施日ごとに１ファイルとして作成してください。

※　取りまとめの都合上、行や列の追加・削除等の変更は行わないでください。



《札幌市様式》

令和 7 年 12 月 22 日

令和 7 年度第 1 回地域連携推進会議　　議事録

１．開催状況

事業所番号 0120403548

事業所名 グループホーム　シャイン

開催日時 令和 7 年 10 月 30 日 木 曜日 18:00 ～ 19:30

開催場所

構成員種別 出席 欠席 備考（欠席理由等）

利用者 3 名 1 名
体調不良の為欠席

利用者家族 1 名 名

地域の関係者 7 名 名
近隣共同生活住居職員

福祉に知見のある人 2 名 名
近隣作業所職員

経営に知見のある人 1 名 名

事務局（施設職員） 3 名 名
管理者、サビ管、支援員

２．議題内容

今回の会議の対象とな
る共同生活住居

※複数の共同生活住居
を設置している場合に

記載

・エヴァ白石共同生活住居、・エヴァ南郷共同生活住居　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・エヴァ栄通共同生活住
居、・エヴァ本通共同生活住居　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　・シャイン南郷7丁目共同生活住居、・シャイ
ン南郷15丁目共同生活住居、・シャイン東札幌共同生活住居

札幌市白石区本通8丁目南3-12　エヴァ本通共用部屋

出欠状況

※利用者・利用者
家族・地域の関係
者は必須参加者で

す。

※福祉に知見のあ
る人・経営に知見
のある人はどちら
か1名の参加が必
須です。

地域で活動されるNPO（理事長）



３．構成員からの質問、要望、感想等

４．その他

・地域連携推進会議の概要及び趣旨の説明（説明資料の配布あり）　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・各出席者の紹
介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・各事業所紹介　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　・各ホームの取り組み、日常生活の様子等報告　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（一人暮らしを目指す方へのプログラム内容や入居者の方の居室掃
除等身の回りの支援に関して）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・近隣からの苦情の共有、意見交換

＜入居者＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
建物に対しての要望として、物音が響くところがとても気になる。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・生活面で正直掃除などは面倒だなとはじめは思っていたが、教えてもらうことでや
ることが当たり前になって、お金のやり繰りも覚えられたので今は良かったと思う。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜入
居者ご家族＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日
頃からどのような支援や対応をしてもらっているのか他のホームのことを聞く機会がない
ので参加できてよかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　＜地域の関係者＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　・自分たちの事業所がどのような見え方や評価をさ
れているのか意見を聞くことができて良かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　・同じ共同生活援助でもそれぞれの入居者さんの特性や性格によ
って支援の内容に違いがあることを知ることができた。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　・「障がい者」への偏見は少なからずあるので、スタッフが率先して地
域の方と関わるようにしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　・なかなか支援が定着しないための工夫に悩むこと
がある。（意欲の低下や継続困難等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　➡日課表を作る（1日1か所は必ず掃除をする等）、物事を決める際は可能な限り本人
発信として責任を持たせる（自分が言ったことだから・・・と納得が生まれる）等々　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入居
者が求める支援の形と支援者が考える支援の形に相違があり「厳しい、口うるさい」等の
評価しか得られないことに悩むことがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入居者との距
離感に悩む（母のように慕い、依存に近くならないような工夫をする）　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜福祉に知見のある方
＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　・ある程度の連携は取れているので疑問を持つことはないが、もっと
連絡が欲しいと思うケースもある。情報交換、共有は今後も大切にしていきたい。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜経営に知見
のある方＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自身の法人内での立ち上げ時、「障がい」
という部分で近隣からの理解を得るまでの難しさなどのお話があった。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・利用者間でホームの違いをそれぞれ
話している事もよく耳にすることがある。



・次年度の開催時期は、今回と同時期（R8.10.29）頃を予定。

※　複数回に分けて会議を実施した場合、実施日ごとに１ファイルとして作成してください。

※　取りまとめの都合上、行や列の追加・削除等の変更は行わないでください。



《札幌市様式》

令和 7 年 9 月 30 日

令和 7 年度第 1 回地域連携推進会議　　議事録

１．開催状況

事業所番号 0123456789

事業所名 ＡＢＣグループホーム

Ａ共同生活住居、Ｂ共同生活住居、Ｃ共同生活住居

開催日時 令和 7 年 9 月 29 日 月 曜日 15:30 ～ 17:30

開催場所 札幌市中央区北１条西２丁目１－１ＡＢＣグループホーム内会議室

出欠状況 構成員種別 出席 欠席 備考（欠席理由等）

利用者 3 名 0 名

利用者家族 2 名 1 名

地域の関係者 2 名 0 名

福祉に知見のある人 1 名 0 名
介護グループホーム管理者１

経営に知見のある人 1 名 0 名
社会福祉法人（経理担当者）１

事務局（施設職員） 2 名 0 名

２．議題内容

　

今回の会議の対象とな
る共同生活住居

※複数の共同生活住居
を設置している場合に

記載

体調不良で1名急遽欠席

近隣住民１
地域で活動するNPO１

管理者1、サビ管1

・地域連携推進会議の概要・趣旨の説明
・出席者の紹介
・事業所の特徴・紹介
・入居者の障がい状況等について
・近隣からの苦情等の共有
・利用者の日常生活の様子について
・経営状況の報告
・各種報告（虐待、事故、ヒヤリハット等）
・意見交換、その他

記載例



３．構成員からの質問、要望、感想等

４．その他

【利用者】
・Ａ共同生活住居利用者：施設訪問の時にも言ったが、５月に、みんなで使う食堂にエア
コンを入れてもらえたので、夏の暑い日は自然とみんなが集まるようになって嬉しい。

【利用者家族】
・Ｂ共同生活住居利用者家族：
　・質問：地域行事には参加しているのか？
　→施設から回答：施設としては参加していない。
　→要望：地域行事には積極的に参加してほしい。地域行事への参加について、利用者家
族も知ることができるようにしてほしい。

【地域の関係者】
・「障がい」とはどんなものか、「共同生活援助（グループホーム）」とはどんな場所で
、どんな人が暮らしているのかを知ることができた。今後は地域行事などを通じて、事業
所と地域が連携していけるのではと感じた。

【福祉に知見のある人】
・▲▲の取り組みは、大変素晴らしいと思う。自法人の運営するグループホームでも是非
取り入れたい。

【経営に知見のある人】
・◎◎について検討すべきと考える。今回の会議ではなく、各構成員も１年かけて考えて
、次回、意見を出し合って検討するのが良いと思う。

・施設訪問は実施済み（Ａ共同生活住居・Ｂ共同生活住居・Ｃ共同生活住居ともに、会議
前に実施。（９月29日。各30分程度。））
・次回の会議の開催時期は、Ｒ８.９月頃を予定。
・次回の会議では、◎◎について検討することとした。

※　複数回に分けて会議を実施した場合、実施日ごとに１ファイルとして作成してください。

※　取りまとめの都合上、行や列の追加・削除等の変更は行わないでください。
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